






令和８年１０月１日 

吹田市長 様 

 

事 業 主 株式会社梅新京橋不動産 

お問合せ先 株式会社ＣＡＳＴ－ＵＤ 

 

再 見 解 書 
 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、『（仮称）吹田市桃山台５丁目計画』に頂戴致しました再意見書（No.1）に対して、下記の

通りご回答させていただきますので、ご高覧賜りますようお願い致します。 

謹白 

 

 

記 

 

1. 「既存里道につきましては、工事完了後も車両や歩行者の通行に支障が生じないよう計画

します」とありますが詳細を具体的に説明してください。 

2. 「本計画の区域外となる既存里道につきましては現状のまま維持し、開発道路（拡幅・舗

装箇所）との接続部分は段差無く車両や歩行者がこれまで通り通行できるよう接続いたし

ます」とありますが段差なく通行できるようにとは具体的に説明してほしい。 

工事完了後は拡幅・舗装した里道と既存里道を通行することになるのでしょうか？ 

 

回答）ご懸念されております里道を含めた開発道路の整備の詳細につきましては、今後の吹田市

との協議において決定して参りますが、大前提として利用される方が既存里道と同様に 

利用できる計画とさせていただきます。また、完成後につきましては、新設の開発道路と

既存里道を現状と同じように利用していただくことになります。 

なお、詳細なご説明をご希望の場合は、恐れ入りますが株式会社 CAST-UD（担当）まで  

ご連絡いただけますようお願い申し上げます。 

 

 

 

3. 令和 6 年に提出された事業計画は廃止されたとのことですが廃止の理由や今回、再度、計

画された根拠を説明してほしい。又、廃止され計画が変更されること懸念しております。 

4. 共同住宅用地②について令和 6 年の計画では戸建てでしたが今回は共同住宅に変更されて

います。その根拠の説明とどの程度の規模の共同住宅なのか明確に説明してほしい。公共

性のある既存里道を事業者の都合で事業計画に取り込むことは強く反対します。 

 

回答）前回計画につきましては、昨今の社会情勢の変化等による事業計画の見直しに伴い廃止と

させていただきました。また、本計画については、事業計画を見直すことで事業として  

進められる見通しが立ちましたので、改めてご説明させていただいております。 

なお、共同住宅用地②については、前回の計画では敷地外でしたが、本計画においては、

開発区域内として計画しておりますが、本計画はあくまでも開発道路の築造、提供公園

の整備、マンション用地等の造成を行う計画であり、将来の建築計画は決まっていない

状況にありますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 



 

 

5. 既存里道に隣接する提供公園について擁壁等を設置する場合は既存里道から6m以上離すよ

うに求めます。  

 

回答）本計画の提供公園につきましては、現状計画としては既存里道に面する箇所に擁壁を設置

する予定はございません。 

 

以上 







令和８年１０月１日 

吹田市長 様 

事 業 主 株式会社梅新京橋不動産 

お問合せ先 株式会社ＣＡＳＴ－ＵＤ 

 

再 見 解 書 
 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、『（仮称）吹田市桃山台５丁目計画』に頂戴致しました再意見書（No.2）に対して、下記の

通りご回答させていただきますので、ご高覧賜りますようお願い致します。 

謹白 

記 

 

1. 2024 年にも事業計画を出されていて廃止されています。 

再度、今年に計画されているとの事ですが廃止にいたった経緯の説明と再度、計画に至る

説明を求める。再三にわたり計画が変更されている事に矛盾や違和感を感じており信憑性

を疑う。 

 

回答） 前回計画につきましては、昨今の社会情勢の変化等による事業計画の見直しに伴い廃止

とさせていただきました。また、本計画については、事業計画を見直すことで事業として  

進められる見通しが立ちましたので、改めてご説明させていただいております。ご近隣の

皆様にご心配をおかけして申し訳ございませんが、ご理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

 

2. 既存里道については国交省資料でもいわゆる里道は公共用財産として整理されています、

既存里道は従前の利用状況を前提としており、民間事業者の事業計画を実現する為に周辺

住民等に不利益を生じさせる形でその形状、幅員を変更する事は適切でないと考えます。 

拡幅が必要であるというのであれば、まず、その必要性、公共性、合理性、及び拡幅によ

って生じる周辺への影響について具体的な説明を求める。 

3. 共同住宅②について現況は山林である事等、現実的ではない計画と思料しておりますが計

画について具体的な説明を求める。 

 

回答） ご懸念されております里道を含めた開発道路の整備詳細につきましては、今後の吹田市

との協議の中で決定してまいりますが、大前提として、これまで里道を利用されていた

方々が今までどおり利用できるよう利便性を損なわない計画といたします。その上で、本

計画における道路整備の必要性・公共性については、共同住宅用地①および②の接道を確

保し敷地を適切に利用するために不可欠であること、また既存里道を含めた一体的な整備

を行うことが合理的であると考えております。 

また、本計画はあくまでも開発道路の築造、提供公園の整備、マンション用地等の造

成を行う計画であり、将来の建築計画は決まっていない状況にありますので、ご理解を

賜りますようお願い申し上げます。なお、詳細なご説明をご希望の場合は、恐れ入りま

すが株式会社 CAST-UD（担当）までご連絡いただけますようお願い申し上げます。 

 

以上 
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